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　総務常任委員会，閉会中の所管事務調査を実施しました。また，各委員会では３月定例会
で付託になった議案・陳情について審査を行いました。

● 総務常任委員会
● 文教厚生常任委員会
● 建設経済常任委員会

委 員 会 報 告

　
　

職
員
研
修
の
在
り
方
は
。

　
　

研
修
の
必
要
性
は
感
じ

て
い
る
。
昨
年
は
新
採
職
員

の
研
修
を
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
実
態
を
知
っ
て
も
ら
う

意
味
か
ら
行
っ
た
。

　

専
門
的
な
分
野
に
つ
い
て

は
、
急
に
は
養
成
で
き
な
い

の
で
、
研
修
の
機
会
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。

　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進

事
業
の
対
象
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進

事
業
は
、
今
回
か
ら
瓦
の
乗

せ
替
え
や
塗
装
も
補
助
金
の

対
象
に
な
る
。

　
　

運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
者
に
対
す
る
支
援
の
考
え

方
は
。

　
　

現
在
、
免
許
証
を
返
納

し
て
い
る
人
が
警
察
の
登
録

で
47
名
お
り
、
そ
の
人
達
に

思
い
や
り
バ
ス
等
に
無
料（
３

年
間
）
で
乗
車
で
き
る
パ
ス

ポ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
を
交

付
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

新
し
い
財
政
計
画
の
策

定
時
期
は
。

　
　

平
成
22
年
度
中
に
は
作

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
る
が
、
い
ろ
い
ろ
検

討
会
等
を
重
ね
て
、
で
き
る

だ
け
早
い
段
階
で
作
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

今
後
の
税
収
の
見
通
し
は
。

　
　

市
税
だ
け
で
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
手
数
料
な
ど
も
含

め
、
全
体
的
に
収
納
は
確
実

に
減
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
見
通
し
は
、
は
っ

き
り
と
見
極
め
が
で
き
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
の
状

態
で
い
け
ば
、
横
ば
い
か
悪

く
な
る
方
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。

　
　

償
却
資
産
の
対
象
は
。

　
　

基
本
的
に
償
却
資
産

は
、
事
業
に
使
う
器
具
、
建

　
　

通
信
運
搬
費（
郵
便
料
）

の
増
は
ど
う
し
て
か
。

　
　

以
前
は
税
金
の
納
付
書

は
自
治
会
を
通
じ
て
各
個
人

に
配
布
し
て
い
た
が
、
郵
便

関
係
の
法
律
で
、
税
金
の
納

付
書
や
健
康
診
断
の
関
係
な

ど
、
個
人
の
名
前
や
住
所
が

出
て
く
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
郵
便
で
出
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
よ
う
に
な
っ
て

き
た
た
め
で
あ
る
。

　
　
　

財
政
に
つ
い
て
も
、

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
税
収

も
含
め
て
、
今
後
の
状
況
を

よ
く
分
析
し
て
、
中
・
長
期

に
わ
た
る
し
っ
か
り
し
た
財

政
計
画
を
作
る
よ
う
に
。

（
調
査
事
項
）

・
曽
於
市
の
入
札
契
約
事
務

（
内
容
）

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
条
件

付
一
般
競
争
入
札
を
本
格
的

に
実
施
し
、
入
札
参
加
条
件

の
一
つ
と
な
る
建
設
工
事
評

点
を
新
た
に
設
け
、
こ
れ
ま

で
の
工
種
別
の
ラ
ン
ク
格

付
け
を
原
則
廃
止
し
て
い
る
。

評
点
は
本
人
の
み
の
通
知
で

公
表
は
し
て
い
な
い
。

　

評
点
の
見
直
し
は
、
前
年

の
工
事
成
績
な
ど
を
参
考
に

し
て
い
る
が
、
評
点
方
法
等

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
要
望

も
あ
る
の
で
加
味
し
な
が
ら
、

市
の
方
針
や
目
的
及
び
市
内

業
者
の
現
状
を
踏
ま
え
て
見

直
し
を
行
い
た
い
。

　

評
点
の
見
直
し
は
、
平
成

22
年
４
月
１
日
を
基
準
日
と

し
て
行
い
、
６
月
頃
ま
で
に

は
、
業
者
に
通
知
を
す
る
予

定
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

物
、
工
具
等
が
対
象
に
な
る
。

リ
ー
ス
は
、
資
産
が
賃
貸
借

で
あ
る
場
合
は
、
リ
ー
ス
会

社
が
支
払
う
よ
う
に
な
っ
て

い
る
が
、
資
産
の
所
有
が
自

分
の
も
の
に
な
れ
ば
、
リ
ー

ス
で
契
約
し
て
も
、
本
人
の

も
の
と
い
う
こ
と
で
、
償
却

資
産
の
個
人
の
対
象
に
な
る
。

・�

国
の
交
付
金
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
財
政
計
画
、

総
合
振
興
計
画
、
過
疎
計

画
に
な
い
事
業
を
新
規
事

業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

整
合
性
を
も
っ
た
各
事
業

計
画
を
早
急
に
作
る
べ
き

で
あ
る
。

・�

弥
五
郎
伝
説
の
里
は
、
今

後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

か
、
検
討
委
員
会
で
も
う

少
し
具
体
的
な
活
用
方
法

を
打
ち
出
す
べ
き
で
あ
る
。

・�

定
住
促
進
を
図
る
と
い
う

こ
と
は
、
子
ど
も
の
こ
と
、

住
環
境
整
備
、
産
業
な
ど

す
べ
て
を
ト
ー
タ
ル
し
た

も
の
で
あ
る
の
で
、「
よ
い

ま
ち
、
曽
於
市
」
を
ど
う

し
た
ら
つ
く
れ
る
の
か
、
真

剣
に
討
議
す
べ
き
で
あ
る
。

☆
平
成
21
年
度
曽
於
市

　

�

一
般
会
計
予
算
の
補
正

（
所
管
分
）

☆
平
成
22
年
度
曽
於
市

　

一
般
会
計
予
算
（
所
管
分
）

総
務
常
任
委
員
会
（
吉
村
幸
治
委
員
長
）

意
見

問答

答問

問答

答 問

答 問問答

☆
所
管
事
務
調
査

瓦塗装が待たれる住宅

問答

意
見
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長
寿
祝
金
の
８
０
１
５

万
円
は
あ
ま
り
に
も
多
額
な

予
算
で
は
な
い
か
。

　
　

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
基
づ
き
、
不
利
益
を
被
る

方
々
へ
の
調
整
額
を
上
乗
せ

し
た
た
め
、
高
額
と
な
っ
た
。

　
　
　

８
千
万
円
の
長
寿
祝

金
は
、
曽
於
市
の
財
政
状
況

か
ら
み
て
、
厳
し
い
こ
と
か

ら
、
現
行
の
規
則
を
見
直
し
、

前
年
度
並
み
の
予
算
の
範
囲

内
で
執
行
す
べ
き
で
あ
る
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
８
８
７
１
万
円
と
国
保
税

の
引
き
上
げ
を
住
民
に
ど
う

理
解
さ
せ
る
か
。

　
　

国
保
会
計
の
財
政
状
況

を
詳
し
く
国
保
だ
よ
り
に
掲

載
し
た
。

　
　

政
権
交
代
に
よ
る
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
は
ど
う
な

る
の
か
。

　
　

図
書
館
の
指
定
管
理
に

至
る
ま
で
の
協
議
過
程
は
。

　
　

行
政
改
革
推
進
本
部
の

方
針
に
基
づ
き
、
指
定
管
理

に
至
っ
た
。

　
　

指
定
管
理
料
の
採
点
方

法
、
評
価
方
式
を
明
確
に
す

べ
き
で
は
。

　
　

評
価
の
や
り
方
を
今
後

検
討
し
て
い
く
。

　

曽
於
市
内
の
75
歳
以
上
の

全
員
に
長
寿
祝
金
を
支
給
す

る
も
の
で
あ
り
、
次
の
よ
う

な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

金
額
を
定
め
て
な
い
改
正

案
で
は
不
十
分
。
75
歳
以
上

で
は
対
象
者
が
多
く
な
る
。

節
目
支
給
が
定
着
し
て
い
る
。

住
民
に
不
利
益
が
被
ら
な
い

よ
う
に
す
べ
き
等
の
意
見
が

出
た
。

　
　

学
校
給
食
共
同
調
理
場

燃
料
費
４
４
５
万
円
の
減
額

の
理
由
は
。

　
　

当
初
の
単
価
を
高
く
見

積
も
っ
て
お
り
、
入
札
に
よ

る
執
行
残
で
あ
る
。

　
　

家
族
介
護
で
慰
労
事
業

20
万
円
の
減
額
は
。

　
　

要
介
護
４
～
５
に
認
定

さ
れ
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
１
年
間
受
け
ず
、
か
つ
１

ヵ
月
以
上
入
院
を
し
な
か
っ

た
要
介
護
者
と
同
居
し
て
介

護
し
て
い
る
非
課
税
世
帯
の

も
の
に
支
給
さ
れ
る
。

　
　

火
葬
炉
改
修
工
事
の
中

身
は
（
１
億
３
千
万
円
）。

　
　

当
施
設
は
築
21
年
経
過

し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

本
年
度
は
２
つ
の
炉
の
改
修

を
行
い
４
つ
の
炉
で
運
営
し

て
い
く
。

　
　

平
成
23
、
24
年
度
を
準

備
期
間
と
し
て
、
平
成
25
年

度
か
ら
新
し
い
保
険
制
度
で

ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
　

市
の
施
設
介
護
の
受
け

皿
は
ど
う
い
う
状
況
か
。

　
　

施
設
入
所
待
ち
が

１
１
０
名
ほ
ど
い
る
。
今
後

計
画
的
に
施
設
整
備
を
図
っ

て
い
く
。

　
　

財
部
地
区
の
合
併
浄

化
槽
使
用
料
（
過
年
度
分
）

９
万
２
千
円
は
。

　
　

平
成
19
年
、
20
年
度
の

10
名
分
で
あ
り
、
戸
別
訪
問

や
請
求
を
再
度
行
う
な
ど
努

力
し
て
い
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
原
田
賢
一
郎
委
員
長
）

問

問

答

答

☆
指
定
管
理
者
の
指
定

　
（
曽
於
市
立
図
書
館
）

☆
発
議

　

�

曽
於
市
長
寿
祝
金
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

財部温泉健康センター

曽於市斎苑

☆
指
定
管
理
者
の
指
定

　
（
財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
）

問答

☆
平
成
21
年
度
曽
於
市

　

一
般
会
計
補
正
（
所
管
分
）

☆�

平
成
21
年
度
曽
於
市
介
護

保
険
特
別
会
計
の
補
正

問答☆
平
成
22
年
度
曽
於
市

　

一
般
会
計
予
算
（
所
管
分
）

問答

問答☆
平
成
22
年
度
国
民
健
康

　

保
健
特
別
会
計
予
算

☆
平
成
22
年
度
曽
於
市
後
期

　

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

意
見

問答

☆
平
成
22
年
度
曽
於
市

　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

☆
平
成
22
年
度
生
活
排
水

　

処
理
事
業
特
別
会
計
予
算

問

問答 答

問答
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ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特

別
基
金
事
業
費
補
助
金
に
よ

る
事
業
の
内
容
と
委
託
先
は
。

　
　

市
の
観
光
資
源
開
発
、

観
光
の
Ｐ
Ｒ
、
特
産
品
の
販

路
拡
大
を
行
う
。
新
た
に
観

光
資
源
の
開
発
、
新
規
の
雇

用
対
策
と
し
て
委
託
先
は
、

「
道
の
駅
す
え
よ
し
」
の
一

角
に
事
務
所
（
セ
ン
タ
ー
）

等
を
設
け
、
観
光
メ
ニ
ュ
ー

の
研
究
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
等
取
り
組
み
、
資
源
の

再
認
識
と
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
を
考
え
て
い
る
。

　
　

畜
産
物
加
工
施
設
整
備

事
業
の
内
容
は
。

　
　

鹿
児
島
く
み
あ
い
チ
キ

ン
フ
ー
ズ
株
式
会
社
が
、
大

隅
工
場
を
拠
点
処
理
施
設
と

し
て
、
国
の
強
い
農
業
づ
く

り
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て

整
備
す
る
事
業
で
あ
る
。

　

内
容
は
、
大
隅
・
鹿
屋
の

処
理
場
を
集
約
し
、
最
新
鋭

の
設
備
に
よ
る
処
理
コ
ス
ト

の
低
減
を
図
り
、
処
理
羽
数

を
現
行
よ
り
13
・
５
％
多
い
、

１
日
５
万
７
２
０
０
羽
の
処

　
　

主
な
事
業
内
容
は
。

　
　

末
吉
上
水
道
、
大
隅
上

水
道
、
財
部
水
道
、
末
吉
簡

易
水
道
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
工
事
を
実
施
す
る
計
画

で
あ
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
（
大
川
原
主
税
委
員
長
）悠久の駅舎 落成式

理
羽
数
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　

北
部
畑
か
ん
事
業
の
フ

ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
の
そ
れ
ぞ
れ

の
面
積
は
、
県
営
の
事
業
は

い
つ
ま
で
の
計
画
か
。

　
　

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
は
５

つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
面
積

は
第
１
は
１
４
４
ha
、
第
２

は
１
６
７
ha
、
第
３
は
６
２

７
ha
、
第
４
は
５
６
０
ha
、

第
５
は
４
５
４
ha
。
今
の
計

画
で
は
、
平
成
32
年
度
ま
で

に
県
営
事
業
は
終
わ
る
計
画

で
あ
る
。

　
　

加
入
率
を
上
げ
る
努
力

を
。

　
　

平
成
21
年
度
は
推
進
委

員
を
月
５
回
の
半
年
お
願
い

し
た
の
で
増
え
て
く
る
の
で

は
と
思
っ
て
い
る
。

問 ☆�

平
成
22
年
度
曽
於
市

　

一
般
会
計
（
所
管
分
）

答 問

問 答答

問答

　
　

駅
舎
の
名
称
を
「
曽
於

市
悠
久
の
駅
舎
」
と
し
た
理

由
は
。

　
　

地
元
か
ら
９
名
の
応

募
が
あ
り
、
大
川
原
、
悠
久
、

清
流
、
緑
な
ど
の
言
葉
を
あ

て
た
も
の
が
あ
り
、
自
然
豊

か
な
悠
久
の
森
に
来
る
人
が

降
り
立
つ
駅
と
い
う
の
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
名
付
け
た
。

　
　

管
理
戸
数
は
そ
れ
ぞ
れ

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

市
営
住
宅
１
０
３
３

戸
、
市
有
住
宅
１
０
７
戸
、

地
域
振
興
住
宅
21
戸
、
計

１
１
５
１
戸
で
あ
る
。

　
　

入
居
状
況
は
。

　
　

市
営
住
宅
９
１
６
戸
、

市
有
住
宅
98
戸
、
地
域
振
興

住
宅
10
戸
、
計
１
０
２
４
戸
。

答 問 ☆�

曽
於
市
悠
久
の
駅
舎
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定

答 答 問問 ☆�

市
有
住
宅
、
市
営
住
宅
、

地
域
振
興
住
宅
条
例
の

一
部
改
正

☆�

平
成
22
年
度
曽
於
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

湯の尻団地（末吉町）

☆�

平
成
22
年
度
曽
於
市

　

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

答問


